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平成 21 年 1 月 5 日 

各  位 

 

 

 
 

 
 

 

平成２１年５月期第２四半期及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成２０年７月１７日に公表した平成２１年５月期第２四半期（平成２０年６

月１日～平成２０年１１月３０日）及び通期（平成２０年６月１日～平成２１年５月３１日）業績予想を下記の

とおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記  

（単位：百万円） 

１．平成２１年５月期第２四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正 

（平成２０年６月１日～平成２０年１１月３０日）                            

 売上高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

四半期純利益

（百万円） 

１株当たり四半

期純利益（円） 

前回発表予想（A） ５，５９０ ４４０ ２６０ ４０ １．６５

今回修正予想（B） ５，１６４ ８１ △５１ △２５９ △１０．７３

増減額（B－A） △４２５ △３５８ △３１１ △２９９ ―

増減率（％） △７．６％ △８１．５％ ― ― ―

（ご参考）前期第２

四半期実績 

５，５２５ ２８１ △１１３ １３ ０．７２

２．平成２１年５月期通期連結業績予想数値の修正 

（平成２０年６月１日～平成２１年５月３１日） 

 売上高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

当期純利益

（百万円） 

１株当たり当期

純利益（円） 

前回発表予想（A） １１，７００ １，１８０ ８４０ ３８０ １５．０５

今回修正予想（B） １０，７５０ ４００ １４０ △２４０ △９．４３

増減額（B－A） △９５０ △７８０ △７００ △６２０ ―

増減率（％） △８．１％ △６６．１％ △８３．３％ ― ―

（ご参考）前期実績 １１，４４７ ９１５ ３５４ ２８６ １５．４８
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（ご参考） 

平成２１年５月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正 

（平成２０年６月１日～平成２０年１１月３０日）                            

 売上高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

四半期純利益

（百万円） 

１株当たり四半

期純利益（円） 

前回発表予想（A） ４，８５０ ２５０ １００ △１００ △４．１３

今回修正予想（B） ４，３６０ △７４ △１７９ △３９４ △１６．３２

増減額（B－A） △４８９ △３２４ △２７９ △２９４ ―

増減率（％） △１０．１％ ― ― ― ―

（ご参考）前期第２

四半期実績 

４，９８１ ２５３ △１１９ △５７ △３．１１

平成２１年５月期通期個別業績予想数値の修正 

（平成２０年６月１日～平成２１年５月３１日） 

 売上高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

当期純利益

（百万円） 

１株当たり当期

純利益（円） 

前回発表予想（A） １０，１００ ７７０ ４８０ ６０ ２．３８

今回修正予想（B） ９，１５０ ５０ △１８０ △５５０ △２１．６２

増減額（B－A） △９５０ △７２０ △６６０ △６１０ ―

増減率（％） △９．４％ △９３．５％ ― ― ―

（ご参考）前期実績 １０，１５４ ５５７ ６２ △７ △０．４０

 

３．修正の理由 

第２四半期累計期間の連結業績については、北米市場においては売上が大幅に伸張いたしました

が、国内市場においては償還価格の引き下げの影響と競合会社との競争激化により、特に主力であ

る骨接合材料の売上が厳しい状況にあり、売上高は当初計画を下回る見込みです。営業利益は、事

業再構築計画の進展によるコスト削減が順調に進んでいますが、上記減収要因及び商品構成の変化

並びにたな卸資産評価損（２５２百万円）の計上があったことから当初計画を下回る見込みです。これ

により経常利益については、赤字となる見込みです。当期純利益は、特別損失として資本業務提携関

連費用があり、赤字となる見込みです。 

通期については、国内市場における人工関節分野及び北米市場における販売が着実に推移すると   

見込まれますが、骨接合材料につきましては第３四半期に見込んでいた新製品の導入が遅延する見

込みであり、引き続き厳しい状況を見込んでおります。これにより通期の連結業績は、第２四半期まで

の修正を反映するとともに、この状況を考慮し、売上高及び営業利益・経常利益につきまして、固めの

予想に変更いたします。またこれらにより、当期純利益は赤字の予想に変更いたします。 

（参考） 単体の業績につきましても、連結業績予想修正と同じ理由により、通期の業績予想を修正い  

たします。 

 

４．配当について 

配当については、現段階では、当初計画の１株当たり５円を変更いたしません。 
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※上記に記載した業績等の予想数字は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上

 


